
文・河治和香　　装画・りんたろう　編集・細山田正人　デザイン・DOMDOM　

監修・松浦武四郎記念館

松
まつ

浦
うら

武
たけ

四
し

郎
ろう

（1818 ～ 1888）
三重県松阪市出身。幕末から明治にかけ
ての探検家、著述家、蒐集家。蝦夷地（今
の北海道）を 6度にわたり探査し、ア
イヌの人々と交流を深め、蝦夷地の詳細
な記録や地図を作成した。維新後、蝦夷
地に代わる新たな名称として〈北海道〉
のもととなる〈北加伊道〉を含む 6案
を政府に提案したことから〈北海道の名
付け親〉と称される。

●毎月第三週は、
　松浦武四郎のお友達に
　ついてご紹介します
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。
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流
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。
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台
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検
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。
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▲「吉田松陰書簡」（「灰心余赤」所収）吉田松陰筆　嘉永6年（1853）
この年。6月にアメリカのペリーが、7月にロシアのプチャーチンが来航すると、36歳だった武四郎は志士たちから頼
まれ、攘夷の勅令を求める密書と、志士たちの海防に関わる献策を携え、京都の朝廷へと届けている。その際、松陰から
大阪の砲術家坂本鼎斎に会うように勧められ、紹介状を書いてくれたが、文中には「幕府の腰抜武士が……」と、開国を
論ずる幕府内の動きを痛烈に批判している。武四郎は鼎斎のもとを訪ねたが留守で会うことができなかったため、この手
紙は武四郎の手元に残された。（松浦武四郎記念館蔵）

●松浦武四郎を主人公とした小説『がいなもん 松浦武四郎一代』（河治和香著）が、小学館より好評発売中！


